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研究成果の概要（和文）：　「中世温暖期」の気候変動とその影響の解明のため、文書記録から気候史料を収集
し、データベースを構築し、気候変動の復元・解析・影響の検討を行った。その結果、日本と中国の気候災害分
布から、東アジアにおける乾燥と湿潤の変動が示された。多種の古記録により、7～9世紀は寒冷、10～12世紀は
温暖、13～15世紀は冷涼、16～18世紀は寒冷、19世紀以降は温暖、と示された。降雪率と降水日率から、冬季は
11世紀から16世紀末に降温し、夏季は11世紀から13世紀後半に昇温し、16世紀末には降温した。なお、日本と中
国の台風の出現から、1855年を境に冷涼状態から温暖状態へ変化したとみられる。

研究成果の概要（英文）：　On the climate change and its influence of "Medieval Warm Period", climate
 historical records from document record were collected, the database was built, and the climate 
change its influence was analysed. 
　From climate disaster distribution of Japan and China, change of the dry or humid situation in 
East Asia was shown. By various old records, it was cold in the 7-9th century, warm in the 10-12th 
century, cool in the 13-15th century, cold in the 16-18th warm after chill and the 19th century were
 shown.  From the rate of snowfall, and the rate of rainy day, it was cooler in winter from the 11th
 century at the end of the 16th century, and it was warmer in the summer from the 11th century to 
the second half of the 13th century, and was cooler at the end of the 16th century. 
　From the appearance of the typhoon of Japan and China, it is concluded that it was changed from 
the cool state to the warm state bordering on 1855.

研究分野： 気候学
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様 式

１．研究開始当初の背景
日本での観測時代以前の気候変動復元に

は、桜花や御神渡史料、年輪や堆積物資料な
どが用いられ、また災害の年代記、さらに古
日記中の毎日の天気記録の整理も進められ
ている。ただし、日本での千年紀に溯る気候
史料の整備は、限られている。

国外でも比較的研究の進んでいる小氷期
にくらべ、いわゆる「中世温暖期」の気候変
動は十分解明されていない。研究の最も進ん
でいる欧州周辺では、文書史料のほか、アイ
スコア、年輪、湖底堆積物などを代替資料と
して研究され、近年はイスラム圏の文書史料
のデータベース化もすすめられている。東ア
ジアでは、中国で湖底堆積物、年輪、氷河、
文書史料等々から
復元の精度
スコア、湖堆積物などから復元され、南米で
もほぼ同様であり、北米では中世気候異常期
における大旱魃が明らかにされている。
しそれらの間の関係は、明らかではない。
 
２．研究の目的

近年の地球規模での環境変化に関連して、
さまざまなスケールでの気候変動の解明が
必要である。近年、「中世気候異常期」の復
元も進められて地域的な相異も明らかにな
ってきたが、
部変動、太陽活動などの外部強制の過程も含
めた気候モデルでの再現とは必ずしも整合
しない。このことは将来の気候予測、気候影
響評価などに支障をきたしている。気候変動
研究の基礎は変動の復元にあることから、本
研究では文書史料にもとづく高精度の統合
的なデータベースを
のデータベースと連携することによる、中世
気候異常期の気候変動とその影響の解明を
目的とする。
 
３．研究の方法

本研究での主要な計画・方法は、
気候異常期の文書記録からの気候史料収集、
(2)収集資料からの
れに基づく
析、の３点である。初年度から最終年度に向
けて、順次重点を移しつつ研究を進める。

(1)
など周辺地域の史料も収集する。
連データベースを統合し、欧州のものなどと
の連携した利用をはかる。
型データベースを活用することにより、気候
変動の復元、気候変動システムの解析、気候
変動の生産や社会への影響の分析を行って
いく。
 
４．研究成果
(1) 日本と中国の気候災害と

中世温暖期から
明らかでない。
って気候災害記録を得て気候復元を進めた。
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世紀を中心に気候
害データベースを構築した。それら
害を分類して、
各年の気候災害分布図を作成した。

この各年の分布図を
その型の出現から気候変動
さらに、こうした気候変動と
との関係について分析した。その主な成果は
以下の通りである。

 得られる気候災害の
定しているが
ある。日本では近畿地方
黄河流域および長江流域に多い。
 災害は、旱魃および大雨のように
すなわち水分状態に関係するものが多い。
 日本と中国の気候災害記録は
動の指標、ⅱ
著な擾乱と災害
に 4 種に大分類される。
 これらは災害記録の内容により
分類される。すなわち大分類のⅰ
雹、奇事、祭事に分けられ
冷湿、温暖、寒冷に分けられ
大雨に分けられ
に分けられる。
 この 12 の中分類はさらに
ど、計 45 に小分類される。
 日本の『気象資料』には
どの記録も多く
一方、中国の『気象記録』には
水、飢饉などの記録が多く
格がある。 
 この期間内には飢饉などの複合的災害は
15 世紀に入って増加し
と 1480 年代に多く
の記録も激増した。
 旱魃のように乾燥にかかわる災害は
西省や陝西省などやや内陸側で多く
などは江蘇省や浙江省などやや海岸側で
多い。 
 各年の災害を
図を作成すると
る乾燥(D)、湿潤
的な北湿南乾
に大きく分類される。
 これらの分布型の出現には数十年周期の
変動が顕著で

15 世紀中葉に乾燥傾向が現れ
紀初め、15 世紀末に湿潤傾向が現れる

（共通） 

15 世紀の東アジアの乾湿の変動

まず広域にわたって得られる文書史料
日本と中国の気候災害記録を用い
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御神渡などの記録を用いた。また気候災害記
録も利用して
た。 

さらに
とのかかわりについて
その主な成果は以下の通りである。
① 文書などの代替資料から復元すると、こ

の期間中にも数十年程度の周期の気候変
動が卓越していた。

② とくに
けて、顕著な気候変動があり、冬季・春季
は寒冷化し、夏季には湿潤化あるいは温暖
化があった
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性がある。
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初め以上に寒冷であった可能性がある。
 
(4) 二千年紀後半の
 中世温暖期から小氷期への変化の要因に
ついて、
に基づいて気候変動を
災害記録のまとめられた『日本気象史料』
『中国三千年気象記録総集』
仏人宣教師のフューラが
た気象観測記録を用いた。その主要な成果は
以下のようにまとめられる。

災害をもたらす強風は
アの沿岸部では「
などと呼ばれていたが
の来航者により「
のように記された。
では「颱」の字が用いられ
ai-fung
れる。

颱風に相当する名称として、日本の暴風雨
記録は
で多く
浙江省から海南省の長江以南の沿岸部に多
い。両者の出現はいずれも夏季に多いが
国に比べて日本では
台風の出現と調和する。

那覇の気象観測記録では
時には風力は大きく、
りにあるいは反時計回りに変化する。このこ
とは熱帯低気圧が那覇の周辺を進行したこ
とを示している。那覇での異常気圧低下に前
後して、九州で暴風雨が記録されたり
浙江省などで颶風や高潮が記録されたりす
る。それぞれは同じ熱帯低気圧が移動した影
響と考えられる。これらのように那覇での気
象観測記録と
とには一致がみられることから、強風災害記
録は気候変動の復元に有効と考えられる。

日本では暴風雨災害の出現は
1780
中国の颶風災害は
に顕著な増加がみられる。日本の暴風雨と中
国の颶風の出現は
る。強風の出現季節は
本ではより遅い傾向があるが、これは夏季に
太平洋高気圧が発達すると
国に向かうが
うことにかかわる。強風災害の出現の経年的
な変動が
平洋高気圧の発達年には中国で被害が増大
し、発達しない場合には日本での台風災害が
増加するものと考えられる

日本と中国の強風災害の変動の相違が循
環系の変動を示すのであれば、低温期が
1740
定される。とくに
後の冷涼状態と
異は顕著であり、この頃に起きた循環系の変

った可能性がある。
15 世紀から 16

初め以上に寒冷であった可能性がある。

二千年紀後半の
中世温暖期から小氷期への変化の要因に

ついて、東アジアの小氷期
に基づいて気候変動を
災害記録のまとめられた『日本気象史料』
『中国三千年気象記録総集』
仏人宣教師のフューラが
た気象観測記録を用いた。その主要な成果は
以下のようにまとめられる。

災害をもたらす強風は
アの沿岸部では「ttúffân
などと呼ばれていたが
の来航者により「
のように記された。
では「颱」の字が用いられ

fung」、「typhoon
れる。 

颱風に相当する名称として、日本の暴風雨
記録は関東から九州の太平洋岸を含む地方
で多く、中国の颶風記録は
浙江省から海南省の長江以南の沿岸部に多
い。両者の出現はいずれも夏季に多いが
国に比べて日本では
台風の出現と調和する。

那覇の気象観測記録では
時には風力は大きく、
りにあるいは反時計回りに変化する。このこ
とは熱帯低気圧が那覇の周辺を進行したこ
とを示している。那覇での異常気圧低下に前
後して、九州で暴風雨が記録されたり
浙江省などで颶風や高潮が記録されたりす
る。それぞれは同じ熱帯低気圧が移動した影
響と考えられる。これらのように那覇での気
象観測記録と、日本と中国の強風災害の記録
とには一致がみられることから、強風災害記
録は気候変動の復元に有効と考えられる。

日本では暴風雨災害の出現は
1780年頃と 1840
中国の颶風災害は
に顕著な増加がみられる。日本の暴風雨と中
国の颶風の出現は
る。強風の出現季節は
本ではより遅い傾向があるが、これは夏季に
太平洋高気圧が発達すると
国に向かうが、衰退すると東方の日本に向か
うことにかかわる。強風災害の出現の経年的
な変動が、中国と日本で相反する傾向も、太
平洋高気圧の発達年には中国で被害が増大

発達しない場合には日本での台風災害が
増加するものと考えられる

日本と中国の強風災害の変動の相違が循
環系の変動を示すのであれば、低温期が
1740、1765、1785
定される。とくに
後の冷涼状態と 1870
異は顕著であり、この頃に起きた循環系の変

った可能性がある。 
16 世紀の冬季には

初め以上に寒冷であった可能性がある。

二千年紀後半の東アジアの気候変動
中世温暖期から小氷期への変化の要因に

東アジアの小氷期での
に基づいて気候変動を検討した
災害記録のまとめられた『日本気象史料』
『中国三千年気象記録総集』、
仏人宣教師のフューラが 19
た気象観測記録を用いた。その主要な成果は
以下のようにまとめられる。

災害をもたらす強風は、南アジアや東アジ
ttúffân」、「tufan

などと呼ばれていたが、16 世紀以来西洋から
の来航者により「tufão」、「tuffon
のように記された。17 世紀末の『臺灣府志』
では「颱」の字が用いられ、

typhoon」となったものと考えら

颱風に相当する名称として、日本の暴風雨
から九州の太平洋岸を含む地方

中国の颶風記録は、
浙江省から海南省の長江以南の沿岸部に多
い。両者の出現はいずれも夏季に多いが
国に比べて日本では 1～2 ヶ月遅れ、これは
台風の出現と調和する。 

那覇の気象観測記録では、
時には風力は大きく、24 時間に風向が時
りにあるいは反時計回りに変化する。このこ
とは熱帯低気圧が那覇の周辺を進行したこ
とを示している。那覇での異常気圧低下に前
後して、九州で暴風雨が記録されたり
浙江省などで颶風や高潮が記録されたりす
る。それぞれは同じ熱帯低気圧が移動した影
響と考えられる。これらのように那覇での気

日本と中国の強風災害の記録
とには一致がみられることから、強風災害記
録は気候変動の復元に有効と考えられる。

日本では暴風雨災害の出現は
1840年頃に増大している。一方

中国の颶風災害は 1720 年頃、
に顕著な増加がみられる。日本の暴風雨と中
国の颶風の出現は、変化が明瞭に相反してい
る。強風の出現季節は、中国ではより早く日
本ではより遅い傾向があるが、これは夏季に
太平洋高気圧が発達すると、

衰退すると東方の日本に向か
うことにかかわる。強風災害の出現の経年的

中国と日本で相反する傾向も、太
平洋高気圧の発達年には中国で被害が増大

発達しない場合には日本での台風災害が
増加するものと考えられる(図

日本と中国の強風災害の変動の相違が循
環系の変動を示すのであれば、低温期が

1785、1830、1845
定される。とくに 1855 年を境に

1870 年前後の温暖状態の相
異は顕著であり、この頃に起きた循環系の変

世紀の冬季には、19 世紀
初め以上に寒冷であった可能性がある。

東アジアの気候変動 
中世温暖期から小氷期への変化の要因に

での強風災害記録
検討した。多くの気象

災害記録のまとめられた『日本気象史料』
、さらに那覇で

19 世紀半ばに行っ
た気象観測記録を用いた。その主要な成果は
以下のようにまとめられる。 

南アジアや東アジ
tufan」、「tai-fung
世紀以来西洋から
tuffon」、「tifone

世紀末の『臺灣府志』
、それ以来「

」となったものと考えら

颱風に相当する名称として、日本の暴風雨
から九州の太平洋岸を含む地方

、広東省を中心に
浙江省から海南省の長江以南の沿岸部に多
い。両者の出現はいずれも夏季に多いが、

ヶ月遅れ、これは

、気圧の異常低下
時間に風向が時計回

りにあるいは反時計回りに変化する。このこ
とは熱帯低気圧が那覇の周辺を進行したこ
とを示している。那覇での異常気圧低下に前
後して、九州で暴風雨が記録されたり、また
浙江省などで颶風や高潮が記録されたりす
る。それぞれは同じ熱帯低気圧が移動した影
響と考えられる。これらのように那覇での気

日本と中国の強風災害の記録
とには一致がみられることから、強風災害記
録は気候変動の復元に有効と考えられる。

日本では暴風雨災害の出現は、1730 年頃
年頃に増大している。一方

、1860 年頃など
に顕著な増加がみられる。日本の暴風雨と中

変化が明瞭に相反してい
中国ではより早く日

本ではより遅い傾向があるが、これは夏季に
、台風は西方の中

衰退すると東方の日本に向か
うことにかかわる。強風災害の出現の経年的

中国と日本で相反する傾向も、太
平洋高気圧の発達年には中国で被害が増大

発達しない場合には日本での台風災害が
図 5)。 

日本と中国の強風災害の変動の相違が循
環系の変動を示すのであれば、低温期が 1705

1845 年前後に推
年を境に 1845 年前

年前後の温暖状態の相
異は顕著であり、この頃に起きた循環系の変

図

世紀
初め以上に寒冷であった可能性がある。 
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。多くの気象
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広東省を中心に
浙江省から海南省の長江以南の沿岸部に多

、中
ヶ月遅れ、これは

気圧の異常低下
計回

りにあるいは反時計回りに変化する。このこ
とは熱帯低気圧が那覇の周辺を進行したこ
とを示している。那覇での異常気圧低下に前

また
浙江省などで颶風や高潮が記録されたりす
る。それぞれは同じ熱帯低気圧が移動した影
響と考えられる。これらのように那覇での気

日本と中国の強風災害の記録
とには一致がみられることから、強風災害記
録は気候変動の復元に有効と考えられる。 

年頃、
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変化が明瞭に相反してい
中国ではより早く日

本ではより遅い傾向があるが、これは夏季に
台風は西方の中

衰退すると東方の日本に向か
うことにかかわる。強風災害の出現の経年的

中国と日本で相反する傾向も、太
平洋高気圧の発達年には中国で被害が増大

発達しない場合には日本での台風災害が

日本と中国の強風災害の変動の相違が循
1705、

年前後に推
年前

年前後の温暖状態の相
異は顕著であり、この頃に起きた循環系の変

化から、小氷期が終了して温暖化期に向かっ
たとみられる。
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図 5 日本の暴風雨と中国の颶風の出現の変化
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